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起

エフェソは、パウロにとっても力を入れて宣教を行った町でした。3年と言う長い年月をかけて福音を語っていきました。ですが語れば語るほど、パウロが安心して住める場所がなくなってくるのです。もうどこに行っても、パウロを殺そうとして付け狙うものたちがいました。エフェソでは、何とか3年持ちこたえましたが、ここでも暴動が起こり、もうこれ以上エフェソに住むことができなくなりました。今日の20章の初めに書いてありますが、このエフェソでの騒動が収まった後で、パウロは、弟子達に別れを告げて、マケドニア州へと出発することにしました。ギリシャの上のほうです。このとき、パウロはエルサレムに帰ろうと決心していたのだと思います。すなわち第三次宣教旅行は終わりに近づいたのです。パウロはエルサレムに帰る帰途を、第二次宣教旅行のときに通った道を行こうとしたようです。それはマケドニア地方を通って、ギリシャに行きそして船でシリア地方に渡り、エルサレムまで行くと言う行程です。2節では、パウロはマケドニア州の地方を巡り歩き、言葉を尽くして人々を励ましながらギリシャに来て、そこで3ヶ月を過ごした。と書かれています。この旅だけでも実は大変な旅なのです。ですが、マケドニア州では、パウロがこの地方を巡り歩き言葉を尽くして人々を励ました。としか書かれていません。マケドニア地方には、投獄と地震の有ったフィリピや、迫害するものが、ならず者を使って暴動を起こしたテサロニケなどの町々がありましたが、ここに立ち寄ったのか、弟子達と話をしたのか何も書いていません。たぶん、言葉を尽くして人々を励ましたと書かれているのですから、これらの町の弟子達にも、励ましの言葉や、苦労話を聴いてやったりしたのだと思います。いろいろな物語があったのだと思いますがそれは書かれていません。そしてその後、ギリシャに来てそこで3ヶ月を過ごしたと書かれています。ここでも、ギリシャのどの町なのかは書かれていません。アテネなのかコリントなのかも書いていません。そして3ヶ月間何をやっていたのかも書かれていないのです。いろいろな出来事があったのだと思いますが、しっかりと記録している人がいなかったようです。この著者のルカは、このとき同行していなかったようです。ルカが供にいないときのパウロの記述はとても簡単になってしまいます。５節からは、主語が私達となっているので、このときから、ルカは合流していたようです。ですがその前は、自分で記録したものではないので、記述がとてもあっさりと簡単になっています。
3節では、パウロが、エルサレムに帰るために、ギリシャからシリア州に向かって船出しようとしていたとき、彼に対するユダヤ人の陰謀があったので、マケドニア州を通って帰ることにした、と書かれています。パウロはこの頃はどこに居ても殺されそうな危険が、いつもありました。ユダヤ人達の恨みは頂点にまで達していました。もう絶対に許せないと言う気持ちで、パウロの命を付け狙っていたのです。このころは、過ぎ越しの祭りをエルサレムで祝うために、船でシリア地方に行くものが多くありました。パウロもその一人でしたが、その群れの中には、パウロを殺そうとするものがいる可能性が高かったのです。船の中で見つかったなら、もう隠れることが出来ません。そしてそのような陰謀があることを知らされたパウロは、船で、ではなく、陸路でマケドニア地方を通って、別ルートでエルサレムまで行こうとしたのです。来た道をまた戻っていったわけです。ですが今回は同行者がたくさんいました。パウロを安全に届けるために同行したのでしょうか、4節と5節には同行した人の名前が記されており、7名の男子の名が記されています。その中にはテモテの名もありました。ですがルカの名前は無いので見落としがちです。この7名が先に出発してトロアスと言うところでパウロとルカを待っていました。トロアスというのはマケドニアから、トルコに渡ったところの港です。このトロアスで、全員落ち合い、7日間そこに滞在しました。
承

このトロアスで、一つの象徴的な事故がありました。週の初めに、人々はパンを裂くために集まっていました。その後、パウロたちが翌日出発すると言うことで、人々に話をしていました。その話は尽きずに夜中まで続きました。その集まった３階の部屋には、たくさんの灯し火がついていました。その灯し火の熱と、多くの人々の熱で暑かったのでしょうか、エウティコという青年が窓に腰をかけていましたが、パウロの話を聞いている内にひどく眠くなり、眠りこけて3階から下に落ちてしまいました。驚いて人々が駆け寄って助け起こしてみると、もう死んでいました。人々は騒ぎ立ちました。パウロもまた、3階から降りて行き、倒れている彼の上にかがみこみました。そして抱きかかえてこう言ったのです。「騒ぐな、まだ生きている。」そしてまた上に行って、パンを裂いて食べたと言うことです。このパンを裂くということが聖餐式と同じなら、今とはずいぶん違うものだと思わされます。単なる儀式と言うよりも、愛餐会に近かったかもしれません。パウロたちはパンを裂きながら、食べ、そして夜明けまで話し続けたのです。そして翌日出発しました。このエウティコと言う青年は生き返りました。単に意識を失っていたのではなく、生き返ったと書かれています。復活したのです。このことがここに象徴的に書かれ、人々は生き返った青年を連れて帰り、大いに慰められたと書かれています。
ルカと仲間たちは、先に船に乗り込んで、アソスまで行きました。アソスはトロアスのすぐ近くの港です。パウロ自身は徒歩で、ここまで来ることになっていました。アソスでパウロと落ち合って、船出をし、トルコの西海岸を少しずつ下って行ったのです。たぶんこの船は、ギリシャから、シリア州に出るような大きな船ではなく、小さな船で、港から港へと渡る連絡船だったのでしょう。このほうが付けねらうユダヤ人たちに見つからないで済んだのかもしれません。その途中にエフェソもありましたが、そこで時間を費やさないように、エフェソには立ち寄りませんでした。16節に、できれば五旬祭にはエルサレムに着いていたかったからであると書いてあります。この五旬祭すなわちペンテコステは、過ぎ越しの祭りの7週後に当たります。ペンテコステはユダヤ人にとって大切な祭りでしたが、パウロは、ユダヤ人としての祭りとして重んじたのか、聖霊が下った記念の日としてその日を守りたかったのかは書かれていませんが、その日までにはエルサレムに着き、みんなと一緒にペンテコステを祝いたかったのだと思います。
転

パウロは、エフェソには直接入らず、その近くのミレトスと言う港に入りました。そしてそのミレトスから、エフェソに人をやって、教会の長老達を呼び寄せたのです。エフェソにはパウロを迫害する者達がたくさんいたのでそうしたのでしょう。そして、長老が集まってくると、パウロは長い話をしました。これは、パウロの告別説教と言われるもので、きちんと起承転結の形式をとっています。もう二度とエフェソの人々に会えないだろうという思いで、心をこめて、最後の説教をしたのだと思います。それをルカは克明に記録しています。
この起承転結は、起の部分では、パウロがみんなと、どのように過ごしてきたかを話しました。そして承の部分で、いま自分は、何をしようとし、どうなるだろうかということを話しました。転の部分では、このような状況の中で、あなた方はどうしたらよいのか、と言うことを話しました。そして最後に結の部分で、パウロの最後の願いを語っているのです。簡単に言い表すと、パウロの話の流れは、今まではこうであった、でもこれからはこうなるであろう。だからあなたたちはこれを行いなさい。私の願いはこれこれだからである。このような話の展開になっています。私達が信仰を語るときの参考になる一つのパターンとしても読むことが出来ます。
　では、この告別説教の内容をたどって行きたいと思います。

まず最初の起の部分では、すなわち今まではどうであったかと言う部分ではこういっています。１9節と20節です。パウロは、自分を全く取るに足りないものと思い、涙を流しながら、また、ユダヤ人の数々の陰謀によってこの身に降りかかってきた試練に合いながらも、主におつかえしてきました。役に立つことは一つ残らず、公衆の面前でも方々の家でもあなた方に伝え、また教えてきました。と言いました。パウロはいろいろな試練と苦しみの中で、涙を流しながら、自分の知っていることは一つ残らずあなた方に教えてきたと言ったのです。パウロは全身全霊で教えてきました。自分のことなどは全く取るに足りないものとして、多くの自己犠牲を伴って、人々に教えてきたのでした。これがパウロが今までやって来たことでした。
そして次の承の部分です。パウロは、自分が何をしようとし、どうなるだろうと考えているのかを話しました。パウロはこういいました。私は霊に促されて、エルサレムに行きます。そこで何が起こるかわからないが、投獄と苦難があることは聖霊も告げている。だが、自分の決められた道を走りとおし、また、主イエスからいただいた、神の恵の福音を力強く証しするという任務を果たすことが出来さえすれば、この命すら決して惜しいとは思いません。あなた方とは二度と会えないことは私にはわかっています。と言いました。これをもっと要約すれば、私は聖霊によってエルサレムに行く、投獄と苦難があるだろうが、使命を果たすことが出来るなら命も捨てる。あなた達にはもう遭えないだろう。と言ったのです。パウロにも自分の思いは有るのでしょうけれども、過酷な運命を聖霊が告げているのにもかかわらず、パウロは聖霊の促しによってエルサレムに行くのだと言ったのです。
次の転の部分は、あなた達は、どうしたらよいかを、話しています。それは26節です。どうかあなた方自身と群れ全体とに気を配ってください。聖霊は、神が御子の血によってご自分のものとなさった神の教会の世話をさせるために、あなた方をこの群れの監督者に任命なさったのです。これは長老達の使命を語っています。そして教会がどのようなものであるかを語っています。それは、教会は神が御子の血によってご自分のものとなさったものである。その教会の世話をさせるために長老を任命して監督者としたのです。だから長老はあなた方自身と群れ全体とに気を配ってください。そういったのです。それには、残忍な狼どもが来て群れを荒らすだろうからと言っているのです。そのように群れに荒らされても、群れ全体に気を配って、世話をするのが神によって任命された長老の使命なのです。その使命の大切さを語ったのでした。私たちは今、御殿場教会によって選ばれた長老ではありません。ですが、私たちは何年もの長い年月、神様によって選ばれ、神様によって用いられてきた長老であります。私たちは今、人によって選ばれていなくても、神によって立てられている長老としての思いを捨ててはいけないと思います。私たちは今でも、私たち自身と群れ全体とに気を配る監督者としての使命を、おろそかにしてはならないと思うのです。長老として立ててくださった神様に信頼して、これからも御殿場教会のことに気を配って生きたいと思っています。
　そして最後の結論です。それはパウロの願いです。それは、パウロが3年間、あなた方一人ひとりに夜も昼も涙を流して教えてきたことを思い起こして、目を覚ましていなさい。と言うことでした。そして、今、神とその恵の言葉とにあなた方を委ねます。と言うことでした。パウロが一番いいたかったことは、これからいろいろ困難があるだろうが、あなた方に教えてきた信仰の言葉を思い起こして目を覚ましていなさい、そうすれば神とその恵の言葉が守ってくれるだろうと言うことです。一番大切なのは、困難苦難にあっても、信仰を失わずに、目を覚まして神を見つめていることだと言っているのです。私達もまた、困難苦難の中にあっても信仰を失わずに、目を覚ましていることが求められています。今まで、いろいろな人々から教えられた、神様の言葉を大切にして、目を覚まして神様を見つめることが大切なのです。
このように話してから、パウロは皆と一緒にひざまづいて祈りました。人々は皆、激しく泣きました。パウロがもう二度と会えないだろうといったので、非常に悲しんだのでした。

結

パウロの激しい生涯を髣髴とさせる説教です。パウロには自分の命より大切なことがたくさんありました。自分の苦しみよりも、省みなければならない大きな使命がありました。私達が、どう考えても自分の命よりも大切なものを持たないことに比べたら、雲泥の差です。自分が少しでも楽をしたい、得をしたいと思っている信仰に比べたらなんと言う違いなのでしょうか。パウロにも自分の思いはあったのだと思います。ですが、聖霊がパウロを促していくのです。パウロはこの聖霊の促しに逆らうことは出来ないのです。と言うよりも、逆らう自分と言うものが殆どなくなっているのです。聖霊の導きを大切にすればするほど、自分と言うものが小さくなり、清められていくのだと思います。また、一方で、パウロはこれほどの危険に何度も出会いながら、神様に守られて生かされていったことは本当に不思議です。
このパウロの信仰というものを、今宵もまた、静かに振り返ってみたいと思うのです。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
（祈り）
天の父なる神様。私たちは、パウロの信仰を見ていると、本当に圧倒されてしまいます。自分達の信仰の小ささを思ってしまいます。何と自分のことばかり考えている信仰なのだと思ってしまいます。パウロは、自分の命を捧げて、ただあなたのみ言葉に、聖霊の導きに従おうとしました。自分の安全などは少しも省みることなく、ただあなたとあなたの愛する人々に仕えることのみを考えていました。あなたに喜ばれることだけを考えていました。主よ、どうか私の罪をお許しください。いろいろな利己的な思い、自分を守ろうとする思いで、私の魂はにごってしまいました。どうかあなたの聖霊に導かれることによって、魂が清められますように。自分というものが、薄められ、清められ、御前に有ることができますように。
　今の社会では若い人ほど撃つになる率が増えているそうです。ストレス社会の中で、自分を守るすべもなく、苦しみにとらわれている人々が多くあります。主よ、どうかあなたが哀れみの心を持って省みてください。あなたの本当の思いがどうか人々の魂の上に宿りますように。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆パウロ、マケドニア州とギリシアに行く
使 20:1　この騒動が収まった後、パウロは弟子たちを呼び集めて励まし、別れを告げてからマケドニア州へと出発した。
使 20:2　そして、この地方を巡り歩き、言葉を尽くして人々を励ましながら、ギリシアに来て、
使 20:3　そこで三か月を過ごした。パウロは、シリア州に向かって船出しようとしていたとき、彼に対するユダヤ人の陰謀があったので、マケドニア州を通って帰ることにした。
使 20:4　同行した者は、ピロの子でベレア出身のソパトロ、テサロニケのアリスタルコとセクンド、デルベのガイオ、テモテ、それにアジア州出身のティキコとトロフィモであった。
使 20:5　この人たちは、先に出発してトロアスでわたしたちを待っていたが、
使 20:6　わたしたちは、除酵祭の後フィリピから船出し、五日でトロアスに来て彼らと落ち合い、七日間そこに滞在した。
◆パウロ、若者を生き返らせる
使 20:7　週の初めの日、わたしたちがパンを裂くために集まっていると、パウロは翌日出発する予定で人々に話をしたが、その話は夜中まで続いた。
使 20:8　わたしたちが集まっていた階上の部屋には、たくさんのともし火がついていた。
使 20:9　エウティコという青年が、窓に腰を掛けていたが、パウロの話が長々と続いたので、ひどく眠気を催し、眠りこけて三階から下に落ちてしまった。起こしてみると、もう死んでいた。
使 20:10　パウロは降りて行き、彼の上にかがみ込み、抱きかかえて言った。「騒ぐな。まだ生きている。」
使 20:11　そして、また上に行って、パンを裂いて食べ、夜明けまで長い間話し続けてから出発した。
使 20:12　人々は生き返った青年を連れて帰り、大いに慰められた。
◆トロアスからミレトスまでの船旅
使 20:13　さて、わたしたちは先に船に乗り込み、アソスに向けて船出した。パウロをそこから乗船させる予定であった。これは、パウロ自身が徒歩で旅行するつもりで、そう指示しておいたからである。
使 20:14　アソスでパウロと落ち合ったので、わたしたちは彼を船に乗せてミティレネに着いた。
使 20:15　翌日、そこを船出し、キオス島の沖を過ぎ、その次の日サモス島に寄港し、更にその翌日にはミレトスに到着した。
使 20:16　パウロは、アジア州で時を費やさないように、エフェソには寄らないで航海することに決めていたからである。できれば五旬祭にはエルサレムに着いていたかったので、旅を急いだのである。
◆エフェソの長老たちに別れを告げる（告別説教）
（起）使 20:17　パウロはミレトスからエフェソに人をやって、教会の長老たちを呼び寄せた。
使 20:18　長老たちが集まって来たとき、パウロはこう話した。「アジア州に来た最初の日以来、わたしがあなたがたと共にどのように過ごしてきたかは、よくご存じです。
使 20:19　すなわち、自分を全く取るに足りない者と思い、涙を流しながら、また、ユダヤ人の数々の陰謀によってこの身にふりかかってきた試練に遭いながらも、主にお仕えしてきました。
使 20:20　役に立つことは一つ残らず、公衆の面前でも方々の家でも、あなたがたに伝え、また教えてきました。
使 20:21　神に対する悔い改めと、わたしたちの主イエスに対する信仰とを、ユダヤ人にもギリシア人にも力強く証ししてきたのです。
（承）使 20:22　そして今、わたしは、“霊”に促されてエルサレムに行きます。そこでどんなことがこの身に起こるか、何も分かりません。
使 20:23　ただ、投獄と苦難とがわたしを待ち受けているということだけは、聖霊がどこの町でもはっきり告げてくださっています。
使 20:24　しかし、自分の決められた道を走りとおし、また、主イエスからいただいた、神の恵みの福音を力強く証しするという任務を果たすことができさえすれば、この命すら決して惜しいとは思いません。
使 20:25　そして今、あなたがたが皆もう二度とわたしの顔を見ることがないとわたしには分かっています。わたしは、あなたがたの間を巡回して御国を宣べ伝えたのです。
使 20:26　だから、特に今日はっきり言います。だれの血についても、わたしには責任がありません。
使 20:27　わたしは、神の御計画をすべて、ひるむことなくあなたがたに伝えたからです。
（転）使 20:28　どうか、あなたがた自身と群れ全体とに気を配ってください。聖霊は、神が御子の血によって御自分のものとなさった神の教会の世話をさせるために、あなたがたをこの群れの監督者に任命なさったのです。
使 20:29　わたしが去った後に、残忍な狼どもがあなたがたのところへ入り込んで来て群れを荒らすことが、わたしには分かっています。
使 20:30　また、あなたがた自身の中からも、邪説を唱えて弟子たちを従わせようとする者が現れます。
（結）使 20:31　だから、わたしが三年間、あなたがた一人一人に夜も昼も涙を流して教えてきたことを思い起こして、目を覚ましていなさい。
使 20:32　そして今、神とその恵みの言葉とにあなたがたをゆだねます。この言葉は、あなたがたを造り上げ、聖なる者とされたすべての人々と共に恵みを受け継がせることができるのです。
使 20:33　わたしは、他人の金銀や衣服をむさぼったことはありません。
使 20:34　ご存じのとおり、わたしはこの手で、わたし自身の生活のためにも、共にいた人々のためにも働いたのです。
使 20:35　あなたがたもこのように働いて弱い者を助けるように、また、主イエス御自身が『受けるよりは与える方が幸いである』と言われた言葉を思い出すようにと、わたしはいつも身をもって示してきました。」
使 20:36　このように話してから、パウロは皆と一緒にひざまずいて祈った。
使 20:37　人々は皆激しく泣き、パウロの首を抱いて接吻した。
使 20:38　特に、自分の顔をもう二度と見ることはあるまいとパウロが言ったので、非常に悲しんだ。人々はパウロを船まで見送りに行った。
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